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象潟町は国指定天然記念物象潟、鳥海国定公園など地形の変化に

み自然、美のすばらしい土地として有名ですが、また、多くの遺跡

や古剰などもあり、歴史的文化遺産の豊かな町でもあります。

このたび、建設省lとより象潟町小砂)11と大須郷間の国道 7号ノてイ

パス T事が施工される ζ とになり、秋田県教育委員会では遺跡の

録保存のため、路線上にあるカウヤ遺跡の第 2次発掘調査を実施い

たしました。その結果、奈良時代の竪穴住居跡、平安時代の製塩に

関する炉跡及びそれに使用された土器などを検出いたしました。特

l乙製塩lζ 関するものは全国的にも調査例が少なく、注目されるもの

であります。

本報告書は、この調査結果を収録したものであり、郷土の歴史研究

と文化財保護に広く活用されることを望むものであります。

最後 i乙、 ζ の調査に御協力いただきました建設省東北建設局秋田

工事事務所、象潟町教育委員会、小砂川地区自治会をはじめ関係各

位に心から感謝の意を表します。

昭和 61年 3月 31日

秋田県教育

教育長斎藤

h、
ヱミ
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本書は秋田県教育委員会が昭和60年 7月4日から同年 8月23日にわたって実施した、秋田
きさかた こさがわ

県由利郡象潟町小砂川lζ所在するカウヤ遺跡の第 2次発掘調査報告書である。

2 遺跡から出土した土器については、国立歴史民俗博物館教授 向田茂弘氏 9 吉岡康暢氏、

宮城県多賀城跡調査研究所第 l科長 進藤秋輝氏から御教示を得た。記して感謝の意を表し

fこし ¥0

3 本書の執筆は柴田陽一郎 編集は秋田県埋蔵文化財センターが行った。

4 土器の色および遺構断面図の土急の表記は農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団

法人日本色彩研究所色票監修『新版 標準土色粘J~ζ 拠った。

5 本書iζ使用した地図は建設省国土地理院発行 5万分の l、建設省東北地方建設局秋田

事務所発行1，000分の lの地形図である。

6 遺構にはその性格iζ関係なく、全て通し番号を付した。

7 挿図中の漬物実視IJ図と拓本は全て通し番号とし、図版中の遺物もそれにしたがった。

8 土師器と区別するため挿図中の須恵、器断面は黒く塗りつぶしである。また、スクリーント

ーンを貼付しである土器は黒色処理された土器である。

9 挿図中の土器の実測図と図版中の土師器杯、須恵器杯は 3分の lの縮尺で、図版中の土師

器費、鉢(製塩土器)、須恵器護、査の縮尺は 5分の 1を原員IJとした。

10 遺構の略記号は以下の通りである。

S 1 竪穴住居跡、 SD 溝跡、 SK 土壌、 SN 焼土遺構、 SX その他の遺構

11 挿図中のスクリーントーンの使い分けと、杯の法量計測基準は以下のようにした。

A 口筏 B 底径 c 器高 D 外傾度
底部旨数:Z高筏指数:号X 100 

焼土

杯の法量計測基準

スクリーントーン凡例

地山

一司句

.Ll 

土日i!i器の黒色処理
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第2図遺跡地形図
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あl節 ?を抱調査に至るまで

1章はじめに

第 l節 発掘調査に至るまで

カウヤ遺跡の発掘調査は、建設省東北地方建設局の一般国道7 (小砂JlIノくイパス

iζ係る緊急発掘調査で、秋白田県教育委員会が建設省東北地方建設局の委託を受け、

昨59年度に第 1次発掘調査を実施し、今年度第 2次発掘調査のは乙びとなったものである。本

事業は小砂川地内の交通渋滞緩和のため、山形県境に近い三崎峠の北端から小砂JIIIζ入り、

落東側の山裾を通り大須郷lζ至る拐、約 4kmをバイパスで結ぶ工事である。

さて、カウヤ遺跡は昭和57年に秋田県教育委員会が分布調査を実施し、古代の集落跡である

を確認した遺跡で、これを縦断するバイパス工事が昭和59年度から行われることになったた

め、削土などによって破壊される路線内の対象部分について記録保存を目的に、 lζ先立つ

1次発掘調査を実施した。第 2次発描調査は昭和60年 4月iζ工事予定区域内の範囲確認調

査を行い、それを受けて 7丹、 8月iζ実施したものである。

第2節 調査の組織と構成

遺跡所在地 由利郡象潟町小砂川字カウヤ58-3番地他

調査期間昭和60年 7月 48----8月23日

調査対象面積 2.612 rrf 

調査面積 1，623rrf 

調査主体者秋田県教育委員会

調査担当者柴田陽一郎(秋田県埋蔵文化財センタ一 文化財主事)

栗沢光男( 向 同

調査事務担E望者 加藤進(秋田

佐藤健(

査主タンセ

同

競査作業員伊藤得郎加藤義助加藤富 加藤信吉土門栄司土門甚作土門惣

一郎土門忠蔵前藤コ 伊藤弥二治郎 藤井広松 池田

阿部久一 晃 三重 方自

藤ヒデ子加藤明子伊藤相子伊藤舜子土門トヨミ 土門シマ 菅原

ム
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第 1節 ，'r_土色と主権I立

第 2章遺跡の位置と環境

1節立地と

象潟町は秋田県の南西端にあって、由利地方の中でも最も気候温暖な地域として知られてい

る。東は仁賀保町、北は金浦町、南は山形県遊佐町lζ接し、西は日本海l乙面し、南東には出羽

と呼ばれる鳥海山 C2，237 m) がそびえる。

カウヤ遺跡は、山形県境まで約 1kmの距離(第 1図)で、国鉄羽越本線小砂川駅から南南西

約 1kmの地点にあり、東経 1390 53I 10 "，北緯 39007 I 10 "に位置する。

小砂川一帯は鳥海山から噴出した火砕泥流堆積物によって形成され、その上lζ海からの飛砂

が厚く堆積している。本遺跡では約 2mほどの砂の堆積が認められた。海岸線は火砕泥流によ

ってできた崖が海水の浸食を受けて奇岸となり、国道 7号沿いにまれに見る景勝地を形成して

いる。遺跡から海岸線までの距離は約200mである。

遺跡の規模は南北約350m、東西 100m にわたる範囲と推定されるが、南は比高差10mほど

の急斜面で、北は西iζ緩く傾斜している。東は鳥海山や観音森 C685 m) に続く丘陵があり、

西の海岸線まで斜面が続く。

第 2節歴史的環境

象潟町は海岸線lζ恵まれ、鳥海山に続く山々が海の近くにせまり、白雪川、奈曽川、 J.11袋川

などの河川があり、自然環境に恵まれている口このため、大砂川や川袋川の河口もじくは河川

の近くに縄文時代を中心とした遺跡が多く所在するが、特広大砂川付近は早くから土器、石器、

土偶などの出土が報じられ、全県的に有名であった。 1915C大正 5)年には、東京帝国大学

人類学教室、大野雲外教授が資料収集のため来町している。

!日石器時代の遺跡は穫認されていないが、縄文時代江なるとその数は増加する。本遺跡周辺

の遺跡を見てみると、古い時期の遺跡は未発見であるが、中期では川袋持ノ下遺跡(第 l図 6

一晩期との複合)、JlI袋川崎遺跡(7 晩期との複合)、菅先遺跡 (8 後期との複合)、後

期ではヲフキ遺跡(9 )、萩坂遺跡がある。晩期では、栗山地遺跡(10)、ヨシハ沢遺跡 (11)があ

る。他には小砂JlI三.崎(2 )、小砂)11水上(3 )、小砂)11 [IJ磯 (4)、小砂JII下向坂(5 )、下居権現

森 (12)の各遺跡があり、大砂川やJlI袋、小砂川!の海岸線もしくは河川の近くに多くの遺跡が所

-3-



第 2章遺跡の立地と環境

している。

時代になると遺跡数は減少し、わずか九十九島遺跡(1むだけとなる口

e平安時代の遺跡としては金環、管玉が出土した管ケ 11碕古墳があるが、その所在地につ

いては大砂川であろうと推定されているものの、墳丘が残っておらず、出土品が早くから知ら

れているわりには詳しい事は不明である。

中世域舘としては、汐越氏が構築したとされる汐越城 (14-別称 八十島域)があり、他に

関新館(15)、国見舘(16)などがあるが、それ以外は土砂採取などのため消滅して不明なものが

多い。

-4-



お1節遺跡の併問1

3章発掘調査C競

1節遺跡の概観

カウヤ遺跡は、日本海の汀線から 200rnほどの距離で、標高21----34rnの台地 U乙位置してい

る。遺跡全体が東から西に傾斜しているが、今回の調査対象区は南東から北西にかけて緩やか

な斜面となっている。南は上r: mほどの急斜面で下は小沢となり、北は端部で緩斜面とな

る。

本遺跡は砂地で、古くから段々畑として利用されており、地形は東から西l乙比較的急な斜面

となっている。そのため、畑として使用する際に砂を削平して平坦部を確保したという事が、

土層断面の観察によってわかる。この他lζ西側の SQ04炉跡、 SK02土壌、中央部の SN06焼

土遺構、東側のSN07--SN10焼土遺構付近で1は、長芋栽培などによる後世の撹乱が遺構の確

認面及び覆土半ばまで及んでいた。昨59年度の調査では、表土から黄褐色火山灰土まで全部砂

で、その厚さは 2rn ~ζ 達した所もあった。

今回の調査区の土層は第 I層が表土一耕作土ーで、層厚約40""""45cm、第豆腐が遺構確認面(上

部)となる。

第 2節調査の方法

遺跡の規模は、南北約350rn、東西約 100m にわたる範図と推定される。そのため、昨年度

の第 l次調査のグリッド設定は、道路のセンター杭である rS T A 25Jを原点の PA10として、

これから磁北に合せた南北基線 (Y軸)と、これに直交する東西基線 (X軸)を求め、謁査区

の北東端iζ控杭を打設して、第 2次調査に備えた。そして本年は、控杭の基線を調査区に移動

し、 LG39を原点とした。

つまり南北方向には、 4思毎iこ二桁の算用

し、その組み合せでグ 1)ッドを呼称した。

向には 4m毎iζアルファベット 2

のLG39からi者!CL G 38 e L G 37…・

北 ~C L G 40 = L G 41-一一、東1CL F 39 " L E 39 ……、西 ~C L豆39 L 1 39となり、アルファベ

ット 2文字は羽田毎lこ変る口グリッドの呼称はそのグワッドの南東偶の座標名で呼ぶこととし

fこ。

b -



前3 発揚調査の概要

1)ッド

3節調杏の

は、 7月4日から 8月23日にわたって行った口

を行った。

に先だって、 よるグ

7月 4日、午前中lζ資@器材を搬入し、 10時30分より象潟町公民館小砂川分館にて、作

lζ対して発摺調査説明会を実施した。夕方までに調査区の草刈りとプレハブ設置完了。 5日、

を写真撮影した後、調査区の西端グリッドから表土剥ぎを開始し、ほぼ全グリッド

で土師器、須恵、器の出土をみた。夕方までにベノレトコンベア一、ローリングタワーなどの搬入

を完了。 8日、 LG40---42グリッドで北に伸びている SX01を検出した。砂地のため掘下げは

ことのほか進行が早い口今日も猛暑であった。 14日、 SD05を検出。覆土上回の問地から投棄

された状況で土器片が多く出土したι

15臼、 SK旬、 SQ04を検出し、 SK02の精査を開始した。西側の掘下げはほぼ終了し、そ

の主体を東側に移す。 18日、西側lζ入れたトレンチを遺構のない所から順次埋戻した。 24日、

本日より中央部の調査を開始する。排土は東、西の既調査区で埋戻しの終了した箇所lζ盛る

にした。 31日、今日も相変らずの猛暑で、砂の照返しがきつい。調査に入ってから降雨のあっ

たのはたった 1日のみである。

8月1目、 KH39グリッド付近で多くの土師器が出土する。それは黒褐色土の落込みに伴うも

ののようである。 SX 11とした口 SX 11の北西にて S1 12を検出した o 10日、 SX 11の南端部

を拡張してみたらその一部が路線外に続いている事が判明した。 SXllの南東部より鼓状の支

脚が2個体出土した。

19日、午前中、遺跡の航空写真撮影終了。 20日、残っていた西側の埋戻し作業とプレハブの

撤去、発掘資@器材の搬出を行った。 21日、 22日に残っていた遺構の実測や補足を行い、 22日

夕刻、全ての調査を終了した。

-6-



1部 縄文1I千代の造物

4章謁否の

1節 縄文時代の造物

縄文土器がKA41 • K B41グリッドの第立層上面でややまとまって出土したが、局聞に遺構

は検出されなかった。

第15図の Iは深鉢と思われる土器の口縁部で、隆帯上と器外面i乙LR縄文を施文したもので

ある。 2--6は口縁部lζ近い部位で、いずれも隆帯を貼付している。 8tま腕下半部で外国i乙L

R縄文、内面は煤状炭化物が付着している。 9、10は深鉢形の胴下半から底部で、底面は網代

痕である。 1--10とも胎土には砂粒が混入し、風化しているものもある。色調は褐色ないしは

赤褐色を呈する。

縄文時代前期末の所産であろう。

第 2節 平安時代の遺構と遺物

1 検出遺構と遺物

( 1 )竪穴住盟跡

S 1 12 竪穴性臆跡(第 5図、第 6図)

K I 41 • K I 42グリッドlζ位置し、西壁の長さ 3.54皿、南壁の長さ 3.07mで平面形は不整

方形を呈する。面積は11nfで、主軸方位は N 10 - Wでほぼ磁北に沿う。

砂地のため壁は一部崩れているが、高さは東壁で53""'54cm、西壁で、25cmで、ゆるやかな立上

りを示す。床面は平坦でやや締まり、柱穴や壁溝は検出されなかった。カマドは南東璃にあり、

袖部や天井部には10--56cmの扇平な石もしくは加工したものと思われる板状の石を芯材として

用いて、その上iこ暗褐急砂質土を覆土としている。煙道部は壁外にのびる。

物(第16図11--23)

11、12は須恵器杯で回転ヘラ切りで、 11は丸底を室する口 13は須恵器高台付杯で回転ヘラ切

りである。 14は叩き自のある土師器長嗣翠である。ロクロ成形で、器形は砲弾形を呈するもの

であろう。外面は、横ナデ→ケズリ→格子自のタタキ白、内部は、横ナデ→向心円;[犬のア

癌を残すo 13は床面、 11、12、14はカマド協で、床面から 5.._ 7 c血廷どよで一括出土した。 15

--17は土製支脚で、カマド内出土である。 18は製塩土器と恩われる土器の底部で、カマド内出
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竪穴住居跡S I 12 第 5図

土である。底部は平滑である。 20---23は楕円形かそれに近い形状をもっ石で、長さ 7.9--11. 3 cm 

である。局縁か側縁l乙磨滅痕があり、両先端部lζ散打痕を有するものもある口石質はいづれも

カマドの脇から鉄棒2点が出土安山岩で、床面からの出土である。他に図示できなかったが、

している。

( 2 ) 

7関)講室主(v
h
d
 
nu 
nu 
p
h
u
 

E層上面で検出した。 南北iζISJLC 37~~40、 LD40....... 説、 LE41~~44 グリッド lこ位置し、

伸びており、全長 30.9問、上面幅1.5 ，._. 4.2血、底面幅む.5，._ 3.0 m、探さ 0.15---O. 57 

立立込むようにしてできた酸化鉄のかたまりが配石のようにブロック状

LC38 

iζは

にできており、その上から多くの土師器、須恵器の細片が出土した。その傾向は、 LC37、

一-a 、2

cmで=ある。
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第2節平安時代のj輩格と遺物

グリッドに著しく認められた。

の堆積状況は断面観察によれば「回J状を呈し、二上層の捜舌Lも見られず、自然に埋没し

た状態を呈する。また遺物の出土状況をみてみると細片が多く、土器僧体間相互のまとまりが

ない事などから、溝が埋没してゆく過程で、破損して不用になった遺物を投棄したものであろ

うと推察される。

出土遺物(第17--20、37図、第10表)

24'""'36は須恵器杯で、 24--34は底部が回転へラ切りである。 24、25は口径 12.0cm未満の小形

の杯である。 26--32は口径 12.0cmから 13.0cmの中形の杯である。 28、29は体部下端にヘラケ

ズりを施しているが、 29は器内が薄く、日台土、焼成とも良好で、、外面に自然紬が残り、他の杯

lζ比較して大変軽く、洗練されており、おそらく他地域からの撮入品であると思われる。 33は

口径 14.4cmと大ぶりな杯で、 34も同じ仲間であろう。 39、41は須恵器輩、 40、42--44は須恵器

護で、いずれも溝底面出土である。 45--49は土師器杯である。 51はロクロ形成の土師器蜜で、

底部は静止糸切りである。

52 、 54"""'63 、 65~68は土師器鉢の製塩土器と考えられるもので、外聞は全て粘土紐の巻上げ

痕を有し、内面の多くに刷毛自がある。色調は赤褐色か樟色を呈する。いずれも溝底冨出土で

ある。 55-..58、62、63は口縁部で、いずれも外反しており、 55、56、58のように口頚部より口

唇部が薄くなるものや、 57、62、63のように、日頚部と同じ厚さで口器部を平滑かそれに近い

形に成形しているものもある口 52、54、65--68は底部で、 52、65、66は'底面に板目状の圧痕が

あり、他は平滑である。 69"""'72は叩き目のある土師器護でいずれも溝底面出土である。 69--71

の外面は平行なタタキ目、内面は同じく平行なアテ呉痕が残り、 69、70の外面には平行なタタ

キ目の条がはっきり観察できる。 73は現存部の長さ 8.7cm、幅 6.7cm、厚さ 1.0cmの土版状を

呈するもので、片面l乙刻線を有するがその意味は不明である。溝底面出土である。

74は長さ 3.7cm、幅1.4 cmの有茎式の縄文時代の石鍬で覆土からの出土である。 75"-'77は砥

石でいずれも折損しているが、 75の幅は 3.9cmで=ある。石質は安山岩である。 78，._，81は楕円形

かそれに近い形状で、全側面もしくは部分的に擦った痕跡"が残る。長さは 9.7 cm"'_ 11. 0 cmで、

石質はいずれも安山岩である。これらの石は縄文時代lζ普遍的に見られる散石と同じ形態であ

るが、 S1 12 竪穴住居跡の床面などからも しており、その ζ とから吉代の土器と同じ持

期の所産であろうと考えられる。 LD43グワッドの溝確認面のやや下から銅銭12枚が重なって

括出土(第39図)している。その出土地区、銭名、初鋳年等は第10表の通りである。一括出

土した中で年代が一番新しい銅銭は、 247の氷楽

それ以誇i乙埋ったものと判断される。

11 

(初鋳年 1408年)であることから、
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第 2節 王子安時代の透椛と遺物

S D 13 溝跡(第8図)

本溝は南北iと走るものと東西に定る 2本の溝からなり、 KD41グリッド内でほぼ直角に交わ

る。第E層上面で検出した。東西i乙走る確認出来た溝の規模は、全長 14.50盟、上面幅 0.44---

0.88m、底面絹 0.24，.._0.46 m、深さ 0.06，.._0.46 mである口南北に走る溝の規模は、全長17.20

m、上面幅 0.49--1. 24 m、底面幅0.20"-' 0.64盟、深さ0.04-.， 0.12 mである。溝内からの出

土建物はないが、周辺の同一レベノレで、土師器が出土している事から、古代の遺構と思われる。

S 014 溝跡(第 8図)

KD42内でSD 13の西側に位置し、 SD 13と平行する。第E層上面で確認した口その規模は

2.92 m、上面幅 0.38，_0.62 m、底面幅0.34--0.45 m、深さ 0.14--0.60mである。溝内から

の出土遺物はないが、 SD13と向機周辺の同一レベルで=土師器が出土している事から古代の

構と患、われる。

( 3 )炉跡

S Q04 事実跡 (第 9図)

S N 19の北東にある LE37グリッドの第E届上面で検出した。西lζ焚口のある fコJの字形

の石組炉で、長さ16cm-~39cm、幅10cm--16cmの長方形かそれに近い形をした溶岩性の石 4 偲を

中心にその間lζ小さい石を入れて構築しており、その遺存状況は大変良女子であった。石組本体

の規模は南北62cm、東西52cmで、炉底面には土製支脚を埋設し、焚口には焼土が見られた。炉

のすぐ北脇には、長軸50cm、短軸14cmで楕円形のプランを有する焼土の薄い堆積があり、さら

にその脇に長辺25cm、短辺14cm、厚さ 2，._， 3 cmで=不整長方形のプランを有する灰白色土を検出

した。

出土遺物(第21図)

82は炉底面l乙埋設されていた土製支脚で、内面下半部は部分的lζ赤褐色となっている。器肉

は体部下半で 1.1 cm、上半で 1.8cmで、体部下端で 1.3 cmとやや肥厚している口 83--85は土師器

護で、 83はロクロ使用のもので底部は静止糸切りである。 84、85は非ロクロである。 87--96は

製塩土器と思われる。いづれもにぶい黄櫨邑か浅黄樟色で94、96の底部には板目状の庄涙があ

る。

(ヰ)そのf患の

S X 01 (第10図)

LG39---42グリッドに位置し、第百層上面で検出した。全容は不明であるが、需北lζ直線、約

lこSX 15と平行して伸びており、培褐色砂質土が土問のように堅くしまっている。土層断面図

の観察によると、 5

0.07 mである。

よりも吉い。その規模は全長 15.5呂、騒 0.30-.， 0.58 illで、淳さ 0.01--

1:1-
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第 2ft'有 平安時代の遺構と遺物

E 
雫~物(第22図)

亡、3

0... 
C己1M::

::411 
号
越R
iliE 
十4
r司-，

L_ーJ

97は須患器杯で、底部はへラ切り離し

である。 98は短頚輩、 99......102は須恵器

州

仏

出

103 --105は製塩土器と思、わ護である。

れ、いづれも内外面ともにぶい撞色であ

105は服部で最大径40.4cmである。る。

S X 11 (第11図)

回
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、
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ハ
的
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苔
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ハ
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図
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嫌

認十K H38.-...-40グリッド周辺に位置し、第

E層上面で検出した。規模は南北9.38m、

東西 6.94m、深さ 0.05---0.60 mで、東

側が深く、西側にいくにつれて浅くなり、

断面形はレンズ状に近い形状を呈する。

南端部は末調査で全容は不明で、あるが、

+
 

平面形は楕円形を呈するものと推定され

る。南東端には長軸54cmx短軸42cm、厚

さ6cmの焼土があり、周囲および上面か

ら多くの土師器杯、製塩土器の他に、底

唱f部を再利用した土師器高台付杯(内面黒

!日/;色処理第24図 141)や、鼓状の土製支

脚(第26図 157)が出土している。また、

3十
土層断屈の観察iζよれば、東側で第盟届

上面から幅 0.48m、採さ 0.28mの暗褐色

その性格は不明

出土遺物(第23---28図)

の掘込みが見られたが、

である。

110は須恵器杯で 107は106 --108、

+oJ 

回転へラ切り後、底部が回転ヘラケズ 1)

により調整され切り離し痕跡がわずかに

♀とf冷、d、、、の口縁部109は須残るのみである。

111、で、器謹は長頚査かと思われる。

4 
弘

、、、、 a

v ザs

⑧
 

15 

ある。

114---134は土師器杯で、いづれも底

113は112 
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7土器集中出土地点

第11図 SX 11 

部は回転糸切りで、二次調整はなく、口縁部に比較して底径が小さく、底部から口縁部にかけ

てゆるやかに立上る。色調はにぷい黄櫨色や樺色かそれに近い色である。122----125は口径 13.2

cm .-_ 13.9 Cfu未満の中3Bの土器である口 126--129は口径 14.4cm以上と大ぶりな土器である。

135、 142は土師器高台付椀で、内面に丹念な不定方向のへラミガキを施す。 135は内面黒色

処理で、底部は回転糸切り後、底部外縁に高台を付し、中央をのぞき回転ヘラケズリを施し、

それによって高台は外に踏んばるように斜めになり、底面中央の高さは高台接地面とほとんど

変らない。体部外面には回転へラケズリを施す。 142は 135と似たような特徴をもつが、内外

面に丹塗りを施す点で違いがある。 142、 13-5とも土師器杯と比べて、器肉が厚く、色調もに

ぶい黄横でやや暗く、焼成は良好である。 141も土師器高台付椀と思われるが、底部を打ち欠

いて円形lζ調整して、再利用したようである。 143は土師器杯で体部iζ が見られるが、細

片のため判読できない。 136""140 はロクロ形成の土師器護で 136、 137、 139は回転糸切り、

138は底部全体を静止糸切り後、患部局縁iζ少なくても 3呂の糸切りをしたものと思われる。

144、 145、 147、 161---163は非ロクロの土師器護である。 144、 145は小形で、 145は外

po 



第2節 平安時代の遺構と遺物

函lと席IJ毛呂→へラケズリの調整を施し、内面には黒色の付着物が見られる。 144も同一器種と

思われ、底部は平滑に仕上げている。 147は大形で、 144、 145と同一の胎土@色調@焼成@

調整技法であるが、口縁部は「く J字状に外反し、底部にはわずかに紹砂粒が見られる。服部

内面には部分的に黒色の付着物が残る。 149， 150も同一器種の底部であろう。 146は 145と

拐、た器形であるが、外面は粘土紐の巻上げ療が明瞭に残り、胎土もやや荒いことから製塩土器

と思われる。 148、 151、 155、 164も同じ仲間と居、われ、 148、 151の底部には板包状の圧

痕が見られる。 152--154、 165は土製支脚で、いづれも粘土紐の巻上げ痕が明瞭に残り、胎

土は砂粒を多く含み、二次火熱を受げ赤変している部分が多い。 152、 154は体部下端lζ指に

よる成形痕が残り、 152は上問中央lζ穴があいていたもののようだ。 156--159は鼓状の土製

支脚で、いづれも胎土は砂粒が混入して荒く、色調は三次火熱を受け赤変している部分が多く、

全体的に指による成形痕が明瞭に残る。 158は全体lζ、他は部分的l乙灰白色物質が付着してい

る。

168 --184は所謂「タタキ自のある土師器護Jと呼ばれているもので、胎土は精選され、 l乙

ぶい樺色か樟色を皇し、焼成も大変良好である。そしていづれも外面は平行なタタキ目、内面

は網部下半iζ て異痕を残し、胴部上半lζ横ナデ、刷毛白を施している。器形は 170、 174、

181の底部破片からわかるように砲弾形と思われる口 166、 167はタタキ自のある土師器警の

口縁部であろう口 160はほぼ全面に擦った痕跡のある石で、石質は安山岩である o

S X 15 (第10図)

L G39--42グリッドの第E層上国で検出した。ほんの一部の検出であるが、 SX 01とほぼ平

行に南北に伸びるものと推定される。その規模は、全長1.10m、幅 0.40m、厚さ 0.01"""'0.08

mで、褐色砂質砂が土聞のように堅くしまっている。土層断面の観察によると SX 01よりも新

しい。出土遺物はない。

( 5 )土繍

S K02 土議(第12図)

L E 36 ~ 37、LF 36 e 37グリッドの第立層上面で検出された。その規模は長袖2.7 話、短軸

2.46 m、不整円形で、深さ 0.15mの浅血形を呈する。周囲のピットは本遺構iζ伴うかどうか

は半Ij然としなかった。出土遺物はない。

( 6 )競土選議

S持03 娃土遺議(第 3図)

S N 16の北西隣、 L G37グリッドの第百層上面でミ検出した口長軸0.81m、短軸 0.63mの楕円

形で焼土の堆議はなかった。遺物は出土しなかった。

S N06・焼土遺構(第13図)

- 17 
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第12図 S K 02 土鋪

K J 38グリッドに位置し、第E層上面で検出した。その規模は長軸 0.80問、短軸 0.60rnの楕

円形で、厚さは 0.05mである。主lζ本遺構の北、西から多くの土器片が出土したが、それは南

北 5.38rn、東西 4.30rnの範囲に散布していた。土器が出土した面から近世の陶磁器や現代のビ

ニーノレ片などが出土し、部分的に現代の撹乱を受けている事が判明したが、撹乱の範囲や深さ

は砂地の為、明確に把握できなかった。

出こと遺物(第29--31図)

185 --187は土師器杯、 188、 198はロクロ非使用の土師器護、 189， 190はタタキ自のあ

る土師器護である。 191、 192は須恵、器護である。 193は横瓶でSD05とSXl1のいずれも底

匝から出土のものと 4点で接合した。外面は平行タタキ、内面はカキ目を施す。 194--196、

199 --204は土師器で、いずれも外国に粘土紐の巻上げ痕、内面全体l乙席IJ毛自調整を施し、器

内は平均1.0 .._ 1. 5 cm、厚いもので2.2cm もあり、胎土 ~C砂粒を多く含み二次火熱により剥落

しているものもある乙となどから製塩土器と考えられる。 194、 196は口縁部で、 194は推定

口径 29.8側、 196は同じく 40.4cmと大形で、鉢形かそれに近い器形になるものであろう。 197

は底部が欠損じているが播鉢形と思われ、内面はほぼ全面lζ制毛臣、外面はヘラケズリ→席IJ毛

呂調整で、制毛自は部分的iこ、口唇部にまでおよぶ。底部外縁にはへラケズリを施す、内面の

胴上半部、外語の口縁部が部分的に二次加熱を受け、赤変している。舛面iζ粘土紐の巻上げが

ないが、製壇土器と考えられる。 205は鉄製品で、南端が折損している。現在部の長さ 7.9cm、

!幅 0.6cmで、断面形は正方形である。

18 -
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蟻土遺構(第 3図)S N 16 

L F36グリッドの第E層上面で検出された。その規模は長軸 0.46皿、短軸0.37mの不整円形

で、焼土の厚さは 0.07mである。遺物は出土しなかった。

(第 3図)S N 17 

その規壊は長軸 0.66m、短事告。ι吉田の不整円形で、L F37グリッドの第亘層上面で検出した。

焼土の厚さは 0.08mである。遺物は出土しなかった。

〈第 3図)S N 18 

その規模は長軸 0.94盟、短軸 0.65mの不整円形で、L E36グワッドの第盟層上面で検出した。

レベルが SN 17よりや土i麗上Ic::elうるが、S K02 

S N18よりも新しいと判断した。

19 -

焼土の厚さは 0.16mである。 SN17と再議、

や高いことから、



~4 単調査の記録

出土遺物(第32図)

208は須恵器杯で回 ラ切り離し はない。 206~ 207 は須恵器護で、 209~ 218 

はいずれも非ロクロの土師器聾である。

S N 19 焼土遺講(第 9図)

L E 37グリッドで、 SQ04 炉の に位置し、 SQ04よりやや下のレベルで検出した。そ

の規模は誼径0.54mの円形で、焼土の厚さは 0.15mで、ある。出土遺物はない。

S N20 (第14図)

L A38グリッドに位置し、 SN06 焼土遺構に伴う土器の採上げ後に検出した。本遺構は平

面形が楕円形で、長軸 3.50m、短軸2.74m、断面形が浅田形で深さ 0.06--O. 12 mであり、中

iζ直径1.00m、厚さ 0.18mの円形を呈した焼土がある。

⑧
 

山町一目SP.B
SP.A一一一
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第.3iiil その他のj立fWiとJ立物

出土遺物〈第33図)

内外黒色処理した土師器杯(230 )が 1点、出土したり器形は底部から緩やかに立上り、仁i

部でやや内湾ぎみとなり、器肉が厚く、ずっしりした重量感がある。内外国ともヘラミガキの

痕跡が良く見えないほどす寧に調整されて、底面は平滑になっている。体部内面中ほどに、

ナデがわずかながら部分的に認められる。非ロクロ成形と思われる。

2 遺構外の出土遺物(第34悶)

219， 220は項恵、器葦で、 220は天井部iζ回転ヘラケズ 1)を施すものである。 221、 222は

須恩器杯でいずれも高台を寄し、底部は回転ヘラ切りである。 223は土師器杯である。底部に

墨書があるが、破片のため文字は判読できない。 224_..._， 227は土師器護で、 224---226は非ロ

クロで、 224は底部lζ木葉痕が残る。 228、 229は非ロクロの土姉器費と思われる胴部の破片

で、内外面lζ縦、横、斜めに直線的な刻線が見られるが、その意味は不明である。 228は暗褐

色で、刻線はやや深く、 229はにぷい権急で刻線は浅いことから、別僧体であろう。

第 3節 その他の遺構と遺物

l 検出遺構

焼土遺構(第 3図)

いずれも調査区の東端部め第E層上面で検出したが、長芋の栽培などによると思われる撹乱

が著しい。焼土およびその潤辺から遺物が出土しなかったので時代を特定できない。

S N07 焼土遺構

J 1 42グリッドで検出した。長軸 0.88m、短軸 0.21回、焼土は暗赤褐色で厚さ約 0.09mで

ある。

S N08 競土遺構

J 142グリッドで検出した。長軸 0.6m、短軸 0.43m、焼土は暗赤褐色で厚さ 0.14mである。

SN的競土遺講

J H42グリッドで検出した。長軸 0.50m、短軸 0.37m、焼土は赤褐色で厚さ 0.04mである o

S N10 鰻土遺

J H44グリッドで検出した口長軸 0.33皿、短軸 0.14回、焼土は赤掲色で厚さ 0.12mである。

2 出土遺物

いずれも遺構外からの出土である。 231，..__ 233 (第35図)は珠洲系陶器で、内外語ともにぶ

を呈する播鉢である。胎土はやや砂粒が多く、 232、 233はロ縁がやや広くなり、櫛白

文が緩い曲線となり、やや間のびした感じになることから、珠洲の第百期 (15世紀後半)に比

-21-



第 4 調査の記録

定される 0

234 (第36出)は椀で陶礎器である。見込み部

津系陶磁器で16世紀後半の所産であろうか。 235

配し、 「蛇ノ自国型高台Jを有する。 18世紀以降の

37密、第10表)出土している。

-22 

の軸を施し、蛇ノ呂高台をもっ。

染付深皿で、内外lと叢色の草花文を

かと思われる。その他に古銭が4点、
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第15歯 遺構外出土縄文土器
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第 16~ S I 12 竪穴住患跡出土遺物
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第18国 SD 05 溝跡出土土器 (2) 
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第20悶 SD 05 溝跡出土遺物 (4)
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第23図 SX 11 出土土器 (1 ) 
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第28関 S X 11 出土土器 (6) 
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第33函 S N 20 土器

219 220 

制~

第34因遺 出土土器
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第35図 出土中世陶器

出土問議器
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第 1表 S I 12出土土器観察表

第 2表 S 0 05部土土器観察表

17 -26 1 S D 05 R P 1 須怠器杯 12.9 
L一一一一一一

17-27 SD05 底 部 須恵器杯 12.2 6.0 3.7 0.49 21.0" 

17-28 S D05 R P 2 須恵~1不 (12.1) ( 7.3) 4.0 0.60 (33)1ら?LLUV叫[日 JA 1 1."-'若干、'~.;: I~:":< 19 

17 -29 SD05 底 面須恵器杯 I12.4 I 7.6 4.2 0.61 

17-30 SD05 底 面白 5頁窓器杯 (12.0) 7.3 3.1 (0.61) 

17-31 S D05 底 面 須恵、器杯 (13.0) ( 7.2) 3.5 (0.55) 

17-32 S D05 底 面 須恵器杯 02.9)1 7.2 3.9 1(0.56) 

↓.~El 1 いム ν~ ，七夕 rJl. ! ~i ョ-.:.，_>:q i向転ヘラ切り i28 

24 

第 3表 3言04出こと土器観察表
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23-108 SX 11 上 回

23-111 SXll RP3-1 

23 112 SXll RP4-2 

24 114 S X 11 

24-115 SX11 RP10-1 

24-116 SX 11 R P 1 

24-117 SXll RP3-2 

竺 126 S X 11 
24 -127 I S X 11 

24-1a I SX 11 

第ヰ表 S X 01出ニヒ土器懇襲表

第 5表 S X 11出土土器翻察表

須窓器杯 i I ( 4.8) I !一|ー| IヨγULV.Jltyは i;J F会ペノ ノi回転糸切り I 64 

須恵器愛 1

須葱器雪量 (15.3) I 

8 

士郎器杯

51 

45 



25-152 I SX 11 覆土上 土製支脚

25-153 I SX 11 RP9-2 土製支脚

25 -154 I S X 11 RP5-6 土製支脚

25 -155 I S X 11 上

26-156 I SX 11 RP9-3 

26-157 SX 11 

26-158 SX 11 RPlひ一7

26-159 I SX 11 RP7-3 

第 S表

30-196 I SN06 R P 1 

30-197 SN06 RP2-2 

第 7表

第 S表

1四位の砂粒|内 iζぶい樫
混入 |外 lζぶい援

1-2四位の|内燈
砂粒混入 |外澄

I -位の|内叫い撞
砂粒i混入 外灰オリーブ

1-2皿伎の i内淡黄 i器厚1.30cm 
砂粒混入 |外淡黄 | 

l四位の砂粒|援 h旨ナデ混入 l い出ノノ
四位の砂粒 i 上方黄褐一i胸部
重ム一一一一! 下方燈
]皿位の砂粒!胸部ICぷい策縫
混入 |底部明赤褐

1阻位の砂粒|けれい士連混入 !九..:_j"''1 "'I.it.

S N 06出土ごと器観察表

1 lOcm 

70 

73 

72 

63 

11 

12 

13 

14 

77 

器「
iD5~imcm i 76 
器厚
1. 40-1.60cm 78 

器厚
1. 25 -1. 70cm 81 

S N 18出土土器観察三塁

S N 20出土土器観察表

46 



第 9表 遺構外出土土器観察表

番号(出土地点

15 9 i iくB41n 

34-224 LF 381I 底部木主主痕 98 

34 -225 K 1 401I 底部平滑 106 

34 -226 K I 40II 105 

34 -227 I L F 35 rr上 底部"'JZ.滑 I 107 

第10表出土銀銭一覧表

拓影番号 出 土地 区 層 位 銭 名 初 鋳 年 登録番号

236 S D 05 (L D -43) 覆土 k面 天聖元宝 北宋天聖元年 1023 3 

237 S D 05 (LD-43) 覆土上部 皇宋通宝 北宋宝元2年 1039 12 

238 SD 05 (LD-43) 覆土上面 皇宋通宝 北宋宝元2年 1039 I 9 

239 S D 05 (L D -43) 覆土上面 嘉祐通宝 北宋嘉祐2年 1057

240 S D 05 (L D-43) 覆土上面 治平元宝 北宋治平元年 1064 4 

241 S D 05 C LD-43) 覆土上面 J煎寧元宝 北宋照寧元年 1068 7 

242 SD05 CLD-43) 覆土上面 照寧元宝 北宋照寧元年 1068 8 

243 SD05 CLD-43) 覆土上面 元豊通宝 北宋元豊元年 1078 6 

244 SD 05 CLD-43) 覆土上面 元豊通宝 北宋元豊元年 1078 10 

245 SD05 CLD-43) 覆土上面 元 115通宝 北宋元祐8年 1093 I 2 

47 



第 5章まとめ

5章まとめ

の第 2次調査は、遺跡のほぼ中央部から北東部を調査し、古代 1軒、

跡 3条、炉跡 1基ミ土壇 1 焼土遺撞 7 華~"'"その他の 1などを投出したが、 数C害!J

りに出土遺物の量が多く、その数はコンテナで約20箱にのぼった。そのため、遺構内出土の

物を中心にできるだけ多くの造物を図示した口それら出土土器から遺構の年代を推定し、あわ

せて遺構についても若干の検討をしてまとめにかえたい。

検出した遺構は出土遺物によって大きく 2遺構期に分けることができる。

第 I期 S1 12、 SD 05、SX 01、SX 18、SN20の遺構が該当する。 SD 05からは須恵器杯@

護@畳、土師器杯@製塩土器などが出土しているが、その中の須恵器杯は、丸蔵 e丸底風か平

底でいずれも底部回転ヘラ切りで、多くは無調整である。その中lζ平底で体部下端lζ回転ヘラ

ケズりを施す土器が 2点ある。 S1 12、SX01、SN18からも同様な無調整@底部回転へラ切

りの須恵器杯が出土し、 S1 12からは砲弾形を呈すると考えられるタタキ自のある土師器警が
(註 1) 

共伴している。これらの須恵、器杯の底径指数は 0.49""' 0.68である。秋田城跡では第25次調査

で、井戸跡から「天平 6 (734)年月J.i勝宝 5 (754)年J銘の木簡とともに土師器杯@須
(註2)

患器杯が出土した口須恵器杯は底部回転へラ切り@回転へラケズりが 1点、底部ヘラ切り@無

調整が 2点で、乙れらの土器は、木簡の紀年銘からその年代が 8世紀第 3四半期頃に比定され
(註3)

ている。また、 SN20からは内外国黒色処理を施した非ロクロの土師器杯が出土している。以

上のことなどから本遺構期は 8世紀後半頃と思われる。

第宜期 S X 11、SN06の遺構が該当する口 SXllからは須恵器杯 s護。査、土師器杯@椀@

蜜@製塩土器が出土しており、土師器の量が須恵器を圧倒的lζ上回る口その中で土師器杯は、

いずれも底部回転糸切り@無調整で、口径の害IJりに底径が小さく、その底径指数は 0.35----0.45 

の問である。色調は撞色か浅黄楼色をまする。 SN06からも同じ特徴を持つ土器が出土してい

る。払田柵跡では SK60から嘉祥 2 (846)年銘木簡とともに、践部回転糸切りでへラケズ 1)
(註4)

のある土師器杯が出土しているし、土師器杯および須恵器杯の底部の切り離しが回転ヘラ切り

から回転糸切りに全面的に移行するのは 9世紀後半以降と考えられているので、両遺構は 9世-

紀後半から10世紀前半頃までの年代を与えたい臼

はとのほかに SN灯、 SK02などが検出されている。しかし、出土造物、遺構間の

がなく時期決定の決め手に欠けるが、前記のいずれかに入るものであろう。

次iと製塩土器と製塩遺構についてふれてみたい。製塩土器と呼んだ土姉器は、出土遺物全体

~n 

LJ:O 



今?で~ = みし以
牙iJ勺乙

のytほどを占め、第 1期の べてと第在期の SX 11から多量に出土しているが、組片が多

く、区i示できたものは数少なし凡その特徴をみてみると ①器形は鉢形か深鉢形で、深鉢形の

ものはかなり大きく、口径が40crnを乙えるものもあること、②土器のタト面には粘土紐の巻上げ

痕、内面lζは調整として、刷毛白を残していること、

ロ iζ し あり、外面にはー

には粗砂粒が混入し、!司じ非ロク

変している部分があり、手IJ離
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にかけてだんだん薄くなるものや、口縁部と口属部が!斗じ

るものが多い、などの点をあげることができる。

芝、口 J露部が平らに lilJ状にな

SXllで した鼓状の土製支脚は、 / lま 皇し、 は指による成形

痕が残る。本県では、八森町で 1点採集されているが、発掘調査で出土したのは初めてである。
(註5)

福井県では、若狭湾沿岸lζ出土例があり、東北地方北部においては、青森県の日本海沿岸から
(註6)

陸奥湾沿岸にかけて出土しているが、形態は当遺跡の出土品と同じ形態のものと、土管状を呈

するものがある。

県内の発掘調査による製塩遺構は、今のところ本遺跡の第 I次調査で検出した焼土遺構 l

のみであるが、東北においては太平洋側の宮城県@磯崎西ノ浜遺跡で、 な河原石を 2
かまど(註 7)

つ並べた 2.0mx1.50m内外の奈良時代に属する「楕円形竃Jが発掘調査で検出されている。

青森県では、日本海側から陸奥湾沿岸にかけて製塩遺跡が多く所在するが、古代の製塩遺構の
(註8)

検出例をみると「自然磯と砂で図った山地」が「製塩炉jで、その中l乙土製支脚を埋めている

場合もある口

の調査で検出した遺構の中で、 SQ04は板状の石を「コ j字形lζ組んだ伊で、中lζ土製

支脚を埋設しており、青森県の場合と比較して類似点がみられる。 SN06とした焼土遺構は、

製塩土器が周囲から多く出土している。遺構内外からは、自然i擦や土製支脚が出土せず、他県

の製塩遺構lζ多く見られる土器片が敷きつめられた様な状況ではなかったが、遺構のすぐ近く

にまとまって数多く出土した ら、製塩遺構の可能性が強し 1と考えられる。

註 1 秋田県内の発掘調査によって出土した砲弾形を呈するタタキ自のある土師器聾の例は、湯沢市広

沢LLJ、雄物川町螺夷塚古墳群、仙北町@千畑町払回柵跡、秋田市秋田域跡、後城、男鹿市三十メIJ、

豆、能代市中台の各遺跡があげられる。

註 2 秋田県教育委員会 『秋田城跡一昭和53年度発掘調査概報J 1978年
註 3 小松正夫 「秋田域跡の発掘調査J r日本歴史J 6月号(第 445号) 1985 (昭和60)年
註 4 秋田県教育委員会 『払田柵跡 昭和50年度発掘調査概要JI 1975年
註 5 戸澗幹夫 「能号式製塩土器一型式分類とその変遷J U:1七陸の考古学JJ 1983 (昭和58)年
註 6a北林八掛i晴 「古代(奈良@平安時代)J r青森県の考古学』 青森大学出続局 1983年
b 町問 主 「尻高(5 )遺跡号郷沢遺跡の製塩土器J U青森県考古学』第 2号 1985年

註 7 加藤 孝 「古代東北lこ於ける製塩遺構の研究 その 3 特lこ東北お代史の考古学的研究-J
『生活文化』 ヘ6の3 1964 (昭和39)年

註 8 註 6aと同じ
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自IJ紡j カウヤ遺跡:出仁土器の佑上及び遺跡;内土壌分析
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カウヤ遺跡

分析証明

依 頼 者 秋問県内蔵文化財センタ 般

依頼品名及点数 上域 3点()火白色物質 1点を台む)及び
土器片 2点

分 析成

1.分析結果: 5.lIJ紙のとおり(表1)0

2.‘分析方法:別紙のとおり。

上記成績は依頼者から提出された試料lとついて行なった分析

の胎土及び遺跡内土壌分析

分析説明書 No.6u . u31 

1.分析結果

表 i

注 ※・・・乾物あたり

2. 分析方法:下記の分析書による。
① 日本分析化学会編:分析化学便覧， 1981 

② 京都大学農学部農芸化学教室編:農芸化学実験番:第 1巻，

3 所見

(1)NG3試料@遺跡内基本属位第 llJ議土壌 S Q 04炉付近(対照土壌)

Caの含量は、一般農耕地の土壌のばあい約 2.0rng以上で、あるのに比べて、著しく低く、

P についてはほぼ一般的な含量を示している。一方、 Mgの含量は顕著に高い(一般農耕地
では 0.15，._ 0.50 rngである)ことが認められ、海岸近傍に位置している遺跡であるので本土

壌が海水の影響をうけていることを示唆している。

( 2) No. 2試料 o S Q 04炉内第 I

CaおよびMgの含量についてはNo.3土壌に近似しているが、 P含量の高い ζとから人為
的影響をうけた土壌の可能性が強い。

( 3) No. 1試料 e S Q 04炉脇iζ検出された灰白色物質

採取場所が近接している目。 2土壌と大差のない成分含量であることが認められる。
( 4 )恥 4試料 SQ04炉 RP6

Ca 、MgおよびPの3成分についてはNO.2土壌と含量にほとんど差異はみられない。し

かし、 804含量において著しく高いことが特徴的であり、製塩の影響をうけていることが

される。

( 5 )自0.5試料 SN 06 R P 2 より出土した土器片

CaおよびMgの含量が他の 4試料に比べて著しく高く、また Pの含量も高く、さらに
804についてもNO.4と向ーの含量であることが認められる。 ζれらの成分、とくにMgと
804の含量が高いことから、本土器は製境土器であることがうら書きされていると考えられる。

製塩土器と考えられている試料は、 No.4とNO.5である。分析結果からは、民0.4より No.5
の方がより製塩土器の特教を表わしている。 NO.4はSQ041;戸の?試料であり、 No.5はSN06
焼士遺構の試料なので、遺構の性格から SN 06より SQ 04の方が高い植を示すことも考え

られたが、結果は逆であった。しかし、土器片どうしの結果から、遺構の比較は必ずしも

正しい検討とはいえない。
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